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図書紹介

麟}共 著
「チ ェコスロ ヴ ァキアの民族 衣装

技 法調査 を中心 に

源 流 社,1987年3月

現 在 は 「ヨー ロ ッパ は一 つ」 とは あ ま り言 わ な くな って い る。 ヨー ロ ッパ とか西 洋 とか よ り

も,く わ しい事 項 が今 は求 め られ て い るか らで あろ う。 したが って,ヨ ーロ ッパ を東西 に分 け

て,東 欧 と西欧 とい う表 現 が用 い られ る。 さ らに西欧 を南 北 に分 けて 南 欧 と北欧 とい われ る。

さ らに こ まか く分 け よ うとす れ ば,そ れ も可 能で,国 別,民 族 別 とい う区別 に細 分 し うるこ と

もで きる。

さて,ヨ ー ロ ッパ とい え ば西 欧 を中心 に考 えが ちで ある。 そ れ は理 由の あ るこ とで はあ ろ う

が,で は西 欧 に対 して東 欧 とは何 か とい う問い に どう答 えるべ きであ ろ うか。

歴 史的 に見て,東 欧 はい つ も西 欧の 防波 堤 の役 割 を果 して い たこ とが 多い 。東 か らの異民 族

の侵 入 は東 欧で せ きとめ られ て,西 欧 は比 較 的安 泰 であ った とい え る こ ともあ る。そ して西 欧

は護 られ て,東 欧 に比 して繁 栄 してい た と もい え る。

チ ェ コス ロ ヴ ァキア は東 欧で あ る。東 欧 諸 国が持 ってい た運命 をこ の国 も背負 ってい た わけ

で あ る。 あ る意 味 か らは陽 の あた りに くか ったチ ェ コス ロヴ ァキ アで あ る。 この 国の民 族衣 装

につ い ての 詳細 な報 告 が,中 嶋 朝子 、 羽生 清 、松本 る り江 の三 氏 に よっ てな され てい るの が本

書 で ある。 三 人三様 の それぞ れ の角度 か らの報告 は興 味深 い。

まず,中 嶋氏 は序 につ いで,1チ ェ コス ロ ヴ ァキアの 民族 衣装 と して,1風 土 と歴 史、

2民 族 衣装 につ い て,3チ ェ コス ロ ヴ ァキ アの民 族衣装 と して,① 形 態(シ ル エ ッ ト),②

色 彩,③ 装飾,④ 素 材 と制作 技 法 の概 要,の 各 項 に分 け られて い る。風 土 と歴 史 の項で は,大

平 原 と い う風 土 が もつ 歴 史 的 な動 き,2の 民 族 衣装 で は,ま ず,NationalCostumeとFolk

Costumeの 区別 を,EthnologyとFolk-loreの 違 い を説 明 して い る。3の チ ェ コ スロ ヴ ァキア

の 民族 衣装 で は,図 版 と ともにExpo'70に 同氏 が入 手 した現物 を中心 に語 ってい る。

nの 羽 生清 氏 の担 当 は,昭 和54年 秋 の現 地調 査 の報 告で,プ ラハ 民 族博 物館,ブ ル ノの モ ラ
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ヴィア博物館,ウ ヘルスケ・フラディシチェのチェコスロヴァキア博物館,チ チマヌイの博物

館とウヘルスケ・フラディシチェの制作現場での報告である。

mの 装飾技法は松本るり江氏によるもので,ま ず,一 般的な技法について述べられ,以 下,

千里の国立民族博物館の所蔵になる26点の衣装の調査記録が述べられている。

以上,目 次を追って記したが,中 嶋氏は文献を示していて,同 じ道の研究者にとって便利で

ある。羽生氏は 「チェコスロヴァキアの民族服が現代に生きのびているのは,民 俗を残そうと

する努力の結果であるとともに,異 文化を自在に取 り入れながら,時 代の変化に対応 してきた

身軽さにある」 との指摘は重要な視点といえよう。松本氏の調査は国立民族博物館に出向く時

にはぜひ同伴したいという思いをもつ。

野 口栄 子 著

「ロ コ コの装飾 」

岩 崎 美 術 社,1988年1月

昨 年(1987)8月,「 芸 術新 潮」 が 「気 に なる ロ ココ」 とい う特 輯記事 を組 んで い た。 そこで

「なぜ ロ ココか」 の見 出 しで 「後 世 か ら軽 薄短 少 と見 られ た ロコ コが
,実 はそ れ まで の,い か

に も人 間 ら しい,人 間 くさい ヨー ロ ッパ文 化 の最後 の 総仕 上 げの時 代 とい う素 顔 を持 って いた

とい う こと を見 落 して はい けない」 と述 べて い る。

野 口栄子 氏 の 「ロココの 装飾 」 は如上 の よ うに,時 宣 をえた 出版 とい えよ う。 「今 み ん なの眼

が インテ リアに向 い てい る。 と言 って も,職 場 で企業 の能率 を高 め るため の室 内空 間で はな い。

も っとプ ラ イベ ー トな 『遊 びの空 間』 一 人一 人 が 自分 な りの好 み を生 か し,自 由 に振 舞 い,遊

ぶ た めの イ ンテ リアで あ る」 と飯 塚 信雄 氏 が のべ てい る とお り,個 人生 活 のた め に,ロ ココの

復 活が叫 ば れて い るお り 「ロ ココの装 飾」 は意 味 があ る。

本 書 は イ ンテ リア装 飾の 図版群 で は じめ られ てい る。1ル イ14世 時代(図1-13),II摂 政 時

代 ・ル イ15世 時代(図14--136),皿 ル イ16世 時代(図137-152)の3つ に分 け られ,IIの 項 が

もっ と も多 い。 この分 類 はあ との 本文 の 内容 と もつ なが って い る。本 文 の方 は,① は じめ に一

ロ コ コ とは,②18世 紀 概観 ③ ロコ コの 国際 様 式,④ ロコ コの起 源,⑤ ア ラベ ス ク文 様 とグロ

テ ス ク文様,⑥ 摂 政 時代 とパ レ ・ロワ イァ ル,⑦ パ レ ・ロ ワイ ァル とオ ップ ノー ル,⑧ ル イ15

世の 時代,⑨ ブ ー シェ とシ ノ ワズ リー,⑩ 古 典 様式 の台頭,⑪ ル イ16世 様 式,⑫ サ ロ ンと髪 形,

⑬ お わ り,の13項 に分 け て説 明が な され て い る。 全体 を通読 してロ コ コの意味 の概 要 を くみ と

る こ と もで きる し,個 々の項 目を興 味 に した が って ひろ い読み す る こ ともで き る。 また,ロ コ

コの 主役 はマ リー ・ア ン トワネ ッ ト王 妃で はな く,マ ダム ・ポ ンパ ドゥー ル夫 人で あ る こ とを

知 れ ば,興 味 は一層 深 くな ろ う。
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